
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

市長が 17年度市政運営方針を発表しました。「人

が集まるまちづくり」の第一として市駅周辺や香里

ケ丘地域の再整備をあげています。その整備をどの

ように進めていくか、現在進行形である香里ケ丘図

書館の進め方を検証しなければなりません。 

この図書館の建て替えは企画から設計まで民間

事業者に委託し（プロポーザル方式）、完成後の運

営は民営化（「指定管理者」に委ねる）するという

のです。民間業者への“丸投げ”の施設づくりと言

わざるを得ません。この建物の所有者であり活用者

である市民は、企画や設計に参加することさえ拒否

されている状態です。また市役所も市民の声をまと

め上げて構想や設計に取り入れていくという役割

を果たしているとは言えません。市民参加がないこ

のやり方では、市民は傍観者であり単なる利用者に

過ぎません。 

創り上げる過程から市民も参加して、より良いも

のをより安く知恵を出し合っていくのが本当のま

ちづくりです。愛着のある誇りを持てるまちづくり

の基本です。施設建設にとどまらず、子育てから老

後の保障まで貫かれる市民の政策への参画、その

“市民力”の高さこそ市民の定着を高める原動力で

す。また市外から転入促進を得る道です。逆に、東

京に本社がある会社が企画してつくるまちは、どこ

にでもあるまちづくりであり、単に「選ばれる」こ

とを願望するだけです。「選んで」移住してきたが

「失望」すれば、それは「自己責任」で片づけられ

ることになります。 

枚方が守り育てた文化を継承し、市民と市役所が

練り上げた施策が隅々まで行き届くまちなら、改

善・改革への参加もまた保障された市民自治のまち

として評判を高めることになります。

 

 

 枚方の図書館を考

える講演学習会。

帝塚山大学中川教

授は「図書館は単

なる無料の貸本屋

ではない。市民の

学習・交流を支援

する施設」と強調。

（2・26 市民会館） 
２０１７年 ３月１５日 
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２月２２日 ４市リサイクル組合議会に出席 リサイクル組合は枚方・寝屋川・交野・四条畷、 

4市のプラスチック容器ごみの収集、再利用への処理を行っている。組合議会は 4市の議員13

名で構成されている。一般の議員へは毎月 12000円年間 14万 4000円の報酬が、各市の議員報

酬とは別に支給されている。報酬の上乗せだ。組合議会も議員としての活動の一環であり、支給

の廃止をすべきだと提案した。各市議会、組合議会での議論を起こす必要がある。 

２月２４日 本会議開会 市長が市政運営方針を提案。市民協働と言いながら地域コミュニュテ

ィ協議会以外の市民との協働が抜けている。香里ケ丘図書館建て替えも市民と協働での視点がな

い。美術館問題の教訓が忘れ去られている。市長公約の少人数学級の実現が投げ捨てられたのか

まったく触れられていない。いじめ、学力、など教師が子どもに寄り添うことが必要だ。そのた

めには教員増で少人数学級の実現しなければならない。困窮者などへ行政の責任で必要な支援を

する視点の欠如も問題だ。市民とともに暮らしやすいまちづくりへ議会内外で声を上げ続けたい。 

２月２６日 「世界がひろがる枚方の図書館」集会 中川郁郎帝塚山大学教授の講演を聞く。「①

ただの貸本屋ではない、②市民が求める情報を案内する、③市民の課題研究を案内する、④市民の学習を支援する、

⑤市民と職員、市民同士の交流を支援する」ことが公立図書館の役割。指定管理者制度や民間委託はなじまないこと

を明快に語られた。国の地方財政審議会は昨年 12月「教育、調査研究、子育て支援といった政策的な役割を有して

民間委託等が進んでいないものについては、トップランナー方式導入は適当でない」と言っている。図書館への指定

管理者導入はなじまないことを国も認めた。何が何でも図書館にこの制度を導入しようとする枚方市は異常だ。 

３月８日 紹介議員として政務活動費廃止の請願を提案 枚方市議会議員は議員報酬年間約 1100万円を支給されて

いる。議員活動、政務活動、これで十分にできるはず。それに上乗せして年 84万円の政務活動費はいらない。廃止

すべきとの市民の声が議会で議論される。議会での多数派獲得には壁はあるが、市民の声が大きくなれば廃止は可能

だ。粘り強い運動を継続しよう。 

２月２３日 2月分議員報酬から 219,600円を大阪法務局に供託 私は政務活動費を一円も受け取っていません。

「政務活動費」は廃止です 

 3月 10日、議会で政務活動費の廃止

を求める請願の陳述を行いました。昨

年、政務活動費報告書を閲覧しました。

その際、議会事務局は報告書のチェックを３回行ってい

ること、繁忙期には 19人の職員が、恐らく残業も行い

ながらその仕事にあたっていることを聞き、大変な労力

と人件費が費やされているのだと知りました。その労力

とお金はもっと市民の生活の方に向けて欲しいと思いま

した。その上、政務活動費は今も不祥事のニュースがあ

とを絶ちません。私的な使い道との境界が難しく、議員

活動と言えば何でも通ってしまう危険性を感じています。

私たちは仕事のため書籍や雑誌、また携帯電話やパソコ

ン等、自費で購入するのが当然です。議員は年間 1100

万円という高い議員報酬をもらっているのですから、十

分そこから議員活動の費用を捻出することは可能だと思

います。この政務活動費を廃止すれば、１人年額 84万

円、32人の議員で

2680万円の予算

が他に回せるわけです。この廃止こそ

「身を切る改革」ではないでしょうか。 

 この強い思いから今回の陳述に臨んだのですが、議場

では請願趣旨の「（政活費は）もともと正当性に欠けて

いる」という文言の議論に終始し、廃止を求めている具

体的な理由についてはほとんど議論されませんでした。

またある議員は「なぜ枚方市に請願を出したのか。国が

決めているのだから国に出すのが筋だろう」という趣旨

の発言もあり、私たちの税金が使われている枚方市の政

務活動費について市民が声を上げることを封じようとす

る印象を受けました。請願は否決されましたが、それ以

上に議員が市民を威圧しようとする姿勢にショックを感

じた委員会でした。 

これからも政活費廃止の声を引き続き上げていきます。
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